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南アルプス南端部地域における地下構造の地震波干渉法イメージング

Seismic interferometry imaging of subsurface structure in the

southernmost area of Southern Japanese Alps
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　東海地域ではフィリピン海プレートが日本島弧下に北西方向に沈み込んでおり、東部は伊豆弧の衝突域と沈

み込み域の遷移域である。この地域の地下構造を理解するために、南アルプス南端部地域において稠密地震計

アレイによる4ヶ月間の地震観測が行われた。本研究では、この観測記録に地震波干渉法イメージングを適用

した。地震波干渉法によれば、観測点における鉛直入射の透過波記録から反射応答を抽出することができる

(Claerbout, 1968)。フィリピン海プレートと地殻内構造をイメージするために、太平洋スラブで発生した近地

深発地震を震源として用いた。解析の結果、いくつかの明瞭な連続性のよい反射面がS波深度断面にイメージ

された。これらはS波速度トモグラフィ(Kawasaki, 2015)によって得られたS波速度構造のコントラストによく

対応した。また、深さ20 kmにある反射面は、既存研究(Matsu'ura et al., 1991, Hirose et al., 2008, and

Kawasaki, 2015)のフィリピン海プレート上部境界によい一致を示した。深さ10 kmにある反射面について

は、現在のところ、地殻内の付加体堆積物の地質ユニットの境界であると解釈している。
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